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序 章

研 究 の 概 要

〈学校保健部会全体主題 〉

生涯を通 じて健康な生活を送 ることができる児童 ・生徒の育成

一実践力 を育てる性教育の展開 と指導 の工夫一



1主 題設定の理由

平成14年 度か ら全面実施 される新学習指導要領(高 等学校にっいて は平成15年 度 より学年

進行)は 、今年度 よ り移行措置期間に入 った。新 しい教育課程 の編成 に向けて、各学校 では

様々な取組が行 われ ている。平成10年7月 の教育課程審議会答申で体育 ・健康教育の充実が

改善の柱の一つ として取 り上 げ られた ことを受 け、新学習指導要領で は小学校 中学年か ら保

健に関す る内容を指導す ることになるなど、ヘルスプロモー シ ョンの考え方 を生か し、生涯

を通 じて 自 らの健康 を適切に管理 し、改善 してい く資質や能力の基礎をは ぐくむ ことが 求め

られ、特 に実践力を育成す ることの重要性が言われて いる。

一方 、今 日の児童 ・生徒 を取 り巻 く様 々な健康課題の中で も、性 にかかわる様 々な課題 に

対 して適切 に対処で きる資質や能力をは ぐくむ ことは、生 きる力の基盤 であ り、生涯を通 じ

て健康 な生活を送 るために不可欠の ことで ある。児童 ・生徒が性 にかかわる課題を、 自らの

生 き方の問題 として考えてい くことので きる性教育を充実 して い くことが大切であ る。

このよ うな状況を踏 まえ、学校保健部会で は、副主題 と して 「実践 力を育て る性教育 の展

開 と指導の工夫」を設定 し、児童 ・生徒の実態や発達段階を踏 まえた研究を進め るため、従

来の校種別分科会構成か ら、小学 校、中学校、高等学校の各校種の研究員合同 によ る分科会

を構成 し、研究を進めた。

第1分 科会 は主に保健指導 ・保健学習な ど授業の場 における工夫 ・改善を 目指 し、第2分

科会では、保健室の機能や養護教諭 の専門性を生か した個別指導 ・グループ指導 における工

夫 ・改善を 目指 した。

各分科会 ごとの主題は下記の とお りであ る。

〈第1分 科 会〉

豊かな人間関係をは ぐくむための指導の工夫

く第2分 科 会〉

互いに認め合い大切にしようとする意識を育てる保健室相談活動の工夫

※ 本報告書で は、児童 ・生徒 と子ど もたちをほぼ同等の文 言 として用いている。

これは、今回の分科会構成の特徴によ り、一方 に統一す ることが文全体 にそ ぐわない

部分が生 じた ことによる。

一1一



皿 研究の全体構想図

全 体 主 題

生涯を通 じて健康 な生活を送 ることが できる児童 ・生徒の育成
一実践力を育てる性教育の展開 と指導の工夫 一

【第1分 科会】 分 科会 主題

豊かな人問関係をはぐくむための指導の
工夫

【第2分 科会】

互いに認め合い大切にしようとする意識
を育てる保健室相談活動の工夫

育 てたい児童 ・生 徒像

・正 しい性 知識 を もち、互 いの意思を尊重 しなが ら自己選択 ・自己決定 し、行動 で きる児
童 ・生徒
・互 いの特性 を理解 し、認 め合 い、よ りよい人間関係を築 くことがで きる児童 ・生徒

砺 究 の ね ら い

1児 童 ・生徒の他者 とのかかわ りにつ い
ての意識 ・実態を明 らか にす る。
2互 いに気持 ちや考えを伝え合い、認め

合 う人間関係を は ぐくむ ことがで きる指
導内容 ・指導方法を工夫す る。

1児 童 ・生徒が個々に抱えている性 に関

す る悩みや問題点を明 らかにす る。
2保 健室の機能や養護教諭の専 門性を生
か した相談活動を工夫す る。
3児 童 ・生徒が 自他を大切に した行動選

択 ・問題解決がで きる力を育 てる指導を
工夫する。

研 究 の 内 容

一 調査研究 一

・児童 ・生徒の意識 ・

実態調査
・結 果の分析 と考察

一 基礎研究 一

・先行研究報告書
・学習指導要領
・参考資料 の収集

一 調査研究 一
・児童 ・生徒の意識調

査
・結果の分析 と考察

研 究

互 いに気持 ちや考えを伝 え合 い、認
め合 うことが できる対人関係 のスキル

を身 に付け させ る ことによ り、豊かな
人間関係をは ぐくむ ことが で きる。

【実証授業】
豊かな人間関係をはぐくむ対人関係
のスキルを身にっける指導の工夫

・指導内容の検討
・指導方法の工夫
・資料収集及び作成

仮 説

児童 ・生徒が抱えている性 に関す る
悩 みや問題点 を明 らかに し、保健室の
機能や養護教諭の専門性 を生か した相
談活動を進 あることで、 自他を大切 に
した行動選択、問題解決がで きる児 童
・生徒を育 てることがで きる。

【実証研究】
・保健室の相談機能 を周知す る実践
・グループ相談活動
・環境整備
・資料教材の作成

研究の成果と今後の課題
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皿 研究の経過

4月

教育研究員総会 ・分科会構成

研究組織づくり、役割分担

研究計画の検討、分科会主題の検討

5月 分科会主題の決定

研究内容 ・方法の検討

6月 研究全体構想図の検討

調査研究の検討

7月 研究全体構想図の検討

調査研究の実施

8月

実態調査結果の分析 ・考察

指導計画 ・指導案の構想 ・検討

実証授業 ・実証実践の計画

9月 指導案の作成、教材 ・資料の検討

実証授業(中 学校)

保健室相談活動実践の準備

10月

実証授業(小 学校 ・高等学校)

保健室相談活動における実証研究

実証授業 ・研究の分析 ・考察

11月 研究のまとめと報告書原稿の作成

12月 研究報告書原稿の検討 ・完成

研究発表会の構想 ・検討

1月 研究発表会の検討 ・準備

2月

研究発表会

研究のまとめと課題の確認
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第 i 章

〈第1分 科 会主 題 〉

豊かな人間関係 をは ぐくむための指導の工夫



1主 題設定 の理由

今 日、児童 ・生徒 を取 り巻 く社会環境 は、急激に変化 してい る。携帯電話やイ ンターネ ッ

ト等 の高度情 報技術の普及が、 これまで とは比較にな らない程多様 なコ ミュニケー ション手

段 を私 たちに もた らし、情報の取 り入れ方や対人 関係の在 り方 に大 きな影響力 と変化を与え

ている。 しか し、 この ことは私たちに必ず しも豊か な人間関係 を もた らしていることにはな

らず、家庭 では少子化や地域社会 との関係の弱体化な どによ り人間関係 の希薄化が進んで き

て いる。

このよ うな状況にあ って、10代 の性交経験率 は高 まりをみせ、それに伴 い性感 染症や人工

妊娠中絶、売買春の増加が懸念 されて きている。 これは、情報化の進展 と相 まって人間関係

の希薄化が社会全体の風潮 として進む一方で、子 どもたちが対人 関係の スキルを直接的に実

感 した り、体験 した りす る機会が減 り、性の課題に適切 に対処 で きる力を身に付 けない まま

安 易な行動 を とった結果 と考え られる。

児童 ・生徒 の現状を見 ると、小 ・中学校、高校 のそれぞれの段階 において、他者 とのかか

わ り方が未熟 なために、自分の考え を十分に伝え ることが できず、相 互に傷っ くよ うな結果

を招 いて しまっている状況がある。

本来、人 は人 とかかわ りなが ら、 自尊感情 ・自己肯定感 ・信頼感 ・有用感を もっ ことがで

き、 自分 と他者をか けがえのない存在 と認 め、 自他を も大切 に しよ うとす る感情が育っ と考

え られ る。互いをか けがえの ない存在 と認め、 自己の理解 と他者の理解がで きる対人関係を

築 きなが ら、自分の考えを修正 し、相互を大切にで きる賢明な選択 と行動が できる児童 ・生

徒 を育て ることが、私たちの課題 である。

男女間において は、性 にかかわる課題が生 じた時 に、互いの身体的 ・心理的 ・社会的 な自

己認識 と他者認識を深 めなが ら、 自他を大切 にで きる自己決定を し、適 切な行動を選択す る

ことが望 まれ る。

そのために は、男女が対人関係の スキルを高め、互 いの気持 ちや考えを伝え合い、認め合

うことので きる豊かな人間関係を は ぐくむ ことが大切で あると考え、本分科会主題を設定 し

た。

II研 究のねらい

1児 童 ・生徒の他者 とのかか わ りについての意識 ・実態を明 らかにす る。

2互 いに気持 ちや考えを伝え合 い、認 め合 う人間関係 をは ぐくむ ことがで きる指導内容 ・

指導方法を明 らか にす る。

皿 研究の方法

1児 童 ・生徒の他 者 とのかかわ りにっいての意識 ・実態調査を行い、分析 ・考察す る。

2児 童 ・生徒 が互 いに気持 ちや考えを伝 え合 い、認め合 う人間関係 をは ぐくむ ことので き

る対人関係のスキルを身に付 けるよ うにす るための指導 内容 ・指導方法を工夫す る。
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IV研 究の 内容

1調 査研究

(1)目 的:児 童 ・生徒の他者 とのかかわ りにつ いて、意識 ・実態を明 らか にす る。

(2)方 法:ク ラスごと質問紙 による。

(3)対 象:研 究員所属校の児童 ・生徒

校種 小学校(人) 中学校(人) 高等学校(人)

食人1+学年 3年 4年 5年 6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年

男子 75 94 102 97 151 151 144 114 113 90 1,131

女子 64 75 86 105 134 132 125 191 159 153 1,224

合計 139 169 188 202 285 283 269 305 272 243 2,355

(4)実 施時期 平成12年7月

(5)調 査仮説

① 集団の中で、 自分の存在感を認識で きる子 ど もは、他者 を理解 し、他者 を尊重す る

ことがで きる。

② 他者 との信頼感 と誰か の役に立 って いるとい う有用感が ある子 ど もは、他者を理解

し、他者を尊重す ることがで きる。

㈲ 結 果及 び考察

① 「友達 といて楽 しいか」の質問に、 「楽 しい」 と 「どち らか といえば楽 しい」 と答

えた子 どもは、全体の92.2%で あ った。各校種 での差異 はほ とん どみ られなか った。

ほとん どの子 どもが、友達の中で 自分の存在を認識 してい ると考え られ る。

② 「あなたは信頼で きる友達がい るか」の質問では校種が上が るにつれ、 「いる」 と

答えた割合が増えている。(図1)一 方 「あなたの ことを信頼 して いる友達が いると

思 うか」の質問では、 「い ると思 う」 と答えた割合が、すべての校種 において図1の

「信頼できる友達 がいる」 と答えてい る割合よ り低 くなってい る。(図2)信 頼で き

る友だちはいるが、 自分の ことを信頼 して くれ る友達が いることにつ いて は自信がな

い傾向がみ られ る。特 に、中学校で はこの差が顕著であ り、約7割 の生徒が信頼で き

る友だちが いると答えてい るが、友だ ちか ら信頼 されて いると思 っている生徒 は約3

割で あった。中学生期特有の精神的な不安定 さの表われであ ると考 え られ る。図1、

図2よ り互 いの意思の疎通が十分図 られていない ことが考え られ るため、今後互 いに

認め合え るよ う対人関係の スキルを高め る指導が課題 となって くる。
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③ 「あなたは誰かの役 に立 っていると思 うか」の質問に、 「思 う」 と答えた者 は、全

体 の25.7%で あ った。本研究で は 「誰かの役 に立 っている」 と答えた者を、有用感を

もって いるととらえた。従 って、有用感 を もってい る者 は約4人 に1人 であることが

分か った。校種 別で は、小学校27.1%、 中学校20.2%、 高等学校30.2%と 中学校 が最

も低か った。

④ 「あなたは、友達 と意見が合 わないとき、ど うす るか」の問いで は、 「よ く話 し合

う」が全体 の約半数 で、次 いで 「相手 に合わせ る」が24%、 「自分の意見 を押 し通

す」が5.8%、 「あ き らめて合わせない」が4.3%で あ った。人間関係をよ り豊かな も

のにす るには、 「よ く話 し合 う」 ことが さらに増え るよ うな指導が課題 となって くる。

⑤ 中学生、高校生 には 「交際 して いる異性か ら、 自分の気持 ちや考 えに合わない こと

を求め られた ら、 あなたはど うす ると思 うか」にっ いて質問 した。 中 ・高校 とも約3

分の2が 「よ く話 し合 う」 と答えてお り、 「相手 に合わせ る」 は中学校14.0%、 高等

学校8.1%で あった。よ く話 し合い、相手を理解 し、尊重で きるような態度や能力を

育て る指導の工夫が大切 にな って くる。

(7)調 査仮説 の検証

① 調査仮説①にっ いて 「友 だちといて楽 しいか」 と 「あなたは、友達 と意見が合わ

ない とき、 ど うす るか」 につ いて クロス

集計を行 った。(図3)「 友達 といて楽

60
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%30

zo
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しい」の56.8%が 「よ く話 し合 う」 と答

えて いるのに対 し、 「友達 といて楽 しく

ない」 と答 えて い る子 ど もは13.0%で

あった。

本研 究では、 「友達 といて楽 しい」 と

いうことは、集団の中で存在感を感 じて

い ることと考え、また、 「友達 と意見が

合 わないとき、話 し合 って解 決す る」 と

い うことは、他者 を理解 し、他者を尊重

す ることができることと考え た。

クロス集計の結果か ら、集団の中で、 自分の存在感を認識で きる子 ど もの方が他者

を理解 し、他者を尊重 している傾向が うかがえた。 しか し、 「友達 といて楽 しい」 と

答えた者の中で も、約4割 は話 し合い以外の方法を選択 してお り、今後 「よ く話 し合

う」 ことで相互理解を深め、豊かな人 間関係をは ぐくんでいけるよ うな指導の工夫が

大切にな って くる。

② 調査仮説② について

「あなたは誰かの役 に立 っていると思 うか」 と 「あなたは、友達 と意見が合わない

とき、 ど うす るか」 にっ いて クロス集計を行 った。(図4)「 役 に立 ってい ると思

う」 と答えた者の方が、 「役 に立 っていると思わない」 と答えた者 よ り、話 し合 って

解 決を してい く割合が高か った。 しか し、有用感は もっていて も約4割 は話 し合い以
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外の方法 を選択 していた。

「あなたは信頼 できる友達が いるか」 と、

「あなたは、友達 と意見が合わないとき、ど

うす るか 」 につ い て クロス集計 を行 った 。

(図5)「 あ なた は信頼 で きる友達 が いる

か」の質 問で、他者への信頼感 の有無を見た。

「信頼できる友達が いる」 と答 えた者の方 が、

「信頼できる友達が いない」 と答えた者よ り、

話 し合 って解決す る割合が高か った。 この こ

とより、信頼感を もってい る者 は他者を理解

し、他者 を尊重 している傾向が強 いことが う

か がえ た。 また、 「信 頼で きる友達 が いな

い」 と答え た者の約3割 は話 し合 って解 決 し

て いる一方、約3割 は相手 に合 わせ ると答 え

てい ることが分か った。

(8)調 査研究のま とめ

① 「友達 といて 楽 しいですか」の質問に、全体 の9割 強の者が 「楽 しい」 または 「ど

ち らか といえば楽 しい」 と答えていた。 ほとんどの子 どもが、友達の中での 自分の存

在 を認識 している と考え られ る。

② 有用感を もっている者は約4人 に1人 であ った。校種別で は、中学校が約5人 に1

人 という結果で あった。

③ 信頼感を問 う質問では、信頼で きる友達 はいるが、 自分が信頼 されていることへ の

自信は十分でない様子が うかが えた。

④ 自分の存在を認識 している子ど もや有用感 、信頼感を もって いる子 ど もで も、約4

割 は友達 と意見が合わないとき、話 し合 い以外の方法を選択 していた。話 し合 って互

いの関係 を調整 しなが ら人 とつ きあ うことの大切 さを身 に付 けさせ たいと考え る。

⑤ 交際 して いる異性か ら、 自分 の気持 ちや考 えに合わない ことを求 め られ た場合、中

・高校 とも約3分 の2が 「よ く話 し合 う」 と答えて いた。心身の発育 ・発達に伴 い、

特定 された異性 とよ りよい人間関係を築いていきたい気持 ちが表われて いると考 え ら

れ る。異性関係では、互 いを理解、尊重 しあ うとと もに、性的 自己決定 を行い、責任

あ る行動が とれ る能 力を育て ることが大切 である。そのため に、体験的学習を取 り入

れ るなど、対人関係の スキルを高 める指導が有用だ と考え る。

(9)研 究仮説の設定

以上 の調査研究の結果を踏 まえ、研究仮説を以下のよ うに設定 した。

互いに気持ちや考えを伝え合い、認め合うことができる対人関係のスキルを

身に付 けさ竺 ることによ り、豊かな人間関係をは ぐくむ ことがで きる。
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2授 業研究

(1)指 導計画作成の視点

学校 におけ る性教育 は、特定の教科等 にその内容が示 されて いる ものではな く、学校

の教育課程に位置付 け、指導計画によ り教育活動全体を通 して計画的に指導す る ことが

大切 である。

保健学習 と保健指導 は教育課程上 の位置付けやそのね らいが異な る。保健学習は体育

・保健体育や家庭科、理科等関連教科の学習指導要領 に示 されてい る健康 にかかわ る内

容につ いて共通 に学習す る。一方、保健指導は各学校の子ど もた ちの実態 や当面 してい

る健康課題につ いて、具体的 な対処能力を高めることをね らいと して、特別活動 の時 間

等に行われ るもので実態に応 じて指導す る内容や方法を工夫 して指導す る。

今回の指導計画の作成に当たっては、昨年の学校保健部会が、主 と して性教育におけ

る自己肯定感や 自尊感情に視点を当てて研究を進めた ことを踏 まえ、その成果を引 き継

ぎっっ、小学校、中学校、高等学校 に共通の課題 と して、他者 との関係 の在 り方 あ るい

は対人関係の能力を高め ることに視点をおいた保健指導の指導計画を作成 した。

特 に、平成14年 度か ら全面実施 され る新学習指導要領(高 等学校は平成15年 度 より学

年進行)の 特別活動の 目標 に示 されている 「望 ま しい集団活動を通 して、心身の調和の

とれた発達 と個性の伸長を図 るとともに、集団の一員 と して…自主的、実践的な態度 を

育て る。(小 学校)」 という部分の趣 旨を生か した指導計画を作成 した。

② ライ フスキル学習 との関連

児童 ・生徒の 自主的 ・自発的な学習を促 し、意欲や関心を高め るための学習の工夫 と

して、保健学習 と保健指導 においては、 ライ フスキルを高める学習活動の重視が求め ら

れてい る。 とくに対人関係のスキルや効果的 なコ ミュニケーシ ョン能力を育て る学習方

法 と して、教師主導の一斉指導 ではな く、事例研究法 をモデル と して身近 に起 りうるよ

うな問題 を事例 と して子 どもたちに提示 し、事例を 自分 の問題 と して考え、課題を見つ

けた り、解決方法を考え ることや個人で考えたことを もとにグループ ごとにデ ィスカ ッ

シ ョンを行 った り、校種 によ ってはロールプ レイングの手法を用いた りす るな ど、多様

な学習方法 を用いて、対人関係のスキルを高 めることがで きるような構成 に した。

3指 導の工夫

(1)指 導内容の工夫

① 男女の豊かな人 間関係を築 くために必要 な対人関係の スキルを身に付け させ ること

をね らいと して、異性 とのかかわ りの中で生 じて くる問題 を取 り上げ、 自分の問題 と

して考え させ る内容を設定 した。

② 小学校、中学校、高等学校のそれぞれの校種で発達段階及 び実態をふ まえなが ら、

共通のね らいで指導 し、各発達段 階での成果 と課題が明 らかにな るよ うに した。

③ 小学校、中学校、高等学校 とも男女のかかわ り方 にっいて、異性理解 と男女の人間

関係 とい う共通の主題 を設定 し、各校種 ごとの授業計画 を工夫 した。

④ 事前に意識 ・実態調査 を行い、小学校、中学校、高等学校 に共通 した人間関係 にお
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け る課題を とらえ、各校種 ごとの授業計画を工夫 した。

(2)指 導方法 ・指導形態の工夫

① 互いに自分 の考えを発表す る機会 を設け、 自分 と他者の意見を比較 しなが ら考え る

場面を設定 した。

② 関心 や意欲を高め るため、身近 に起 りうる問題を事例文 に して例示 した。事例文の

例示方法 は校種の発達段階や実態に合 うように工夫 した。

③ 異性 の気持ちや考えを知 ることが できるよう、男女混合 のグループに して話 し合わ

せた。

④ 養護教諭 と学級担任 とによるテ ィームティーチ ングで授 業を展開 し、児童 ・生徒一

人一人の意見を大切 に した適切 な助言がで きるよ う工夫 した。

⑤ 表や カー ドを掲示 して学習内容をわか りやす く提示 し、児童 ・生徒 が意見を まとめ

やす いよ うに黒板の使 い方を工夫 した。

⑥ 事後 ア ンケー トや授業後の感想を ワー クシー ト等に記述 させ、児童 ・生徒 の意識の

変化 をみた。

⑦ コ ミュニケー ションスキルを高 めるために有効な学 習活動の1っ であ るロールプ レ

イ ングや シナ リオライテ ィングを取 り入れ、児童 ・生徒が体験的な学習を通 して、性

的 自己決定能力を高め られ るように工夫 した。

⑧ 机を グループ ごとにまとめて配置 し、一人一人の意見や考 えが出やす いように工夫

した。

(3)教 材や学 習資料の工夫

① 学習プ リン トを作成 し、考え たり話 し合 った りしやすいよ うに発問を工夫 し、活用

した。

② 事例文の内容 や提示方法 を校種の発達段階 に合 うよ うに工夫 した。小学校 は事例 文

を教師が読みあげた。中学校の事例 は手紙文を作 成 し、生徒 が読んだ ものを録音 し、

手紙文の内容を音声で聞かせ る工夫を した。

③ 高校で は生徒が興味 ・関心を もって課題に取 り組めるように、提示す る事例を漫画

で示 した ワークシー トを作成 した。

④ 異性 とのかかわ り方 につ いて、児童 ・生徒の気持ちを分類す るカー ドを作成 し、学

習内容 を理解 しやす くするたあ に活用 した。

⑤ 授業 内容のね らいを表示 したカー ドを作成 し、授業の最後 にまとあと して活用 した。

⑥ 高校生の性行動の現状につ いての最新 データを取 り込ん だワークシー トを提示 し、

異性 とのかかわ りの中で現在、 あるいは近 い将来 に自分に も起 こ りうる問題 と して考

え られるよ うに工夫 した。
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4実 証授業1

1

9
自

9
」

(小学校、学級活動:保 健指導)

主題 異性 とのかかわ り

対象 第6学 年

主題設定の理由

思春期を迎え ると、異性に対 して関心が芽生え る。 しか し、異性 に対 して 自分の気持

ちを きちん と相手に伝え ることがで きなか った り、相手の気持 ちを考えず に行動 して し

まった りす る児童 も見 られ る。 この時期に他者 を理解 し、他者を尊重す る行動がで きる

対人関係の スキルを身 に付 けさせ ることが、異性 との信頼関係を築 き、豊かな人間関係

を は ぐくむ上で大切で あると考え、本主題 を設定 した。

(4)本 時のね らい

① 異性 との人間関係を豊かな もの にす るためには、 自分の気持ちや考えを話 し合 いを

通 じて伝え、認あ合 うことが大切であ ることを理解 させ る。

② 相手 の立場や気持 ちを考えなが ら行動す ることが大切 であることを理解 させ る。

(5)本 時にお ける工夫

① 児童が 自分 自身の問題 と して考え られ るよ うに、オ リジナルの シナ リオを学習教材

と して取 り上げた。

② 一人一人意見を出 しやす いよ うに、班 ごとの話 し合いの時間を もうけた。

(6)本 時の展開

学 習 内容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

本時のねら 「友達のことを信頼できないよ」と思 具体的なことをあげて発表させる。
導 いを理解す うのは、友だちがどのような態度をと

る 。 った ときかを考え る。

入

5分 異性間で 「信頼できないよ」と思っ 批判せずに受け止め、話 しやすい雰囲
たことがあったかを考える。 気 をつ くる。

互いの気持 男女間での トラブルを例にした シナ シナリオの内容に、児童がどのような
ちを理解す リオを聞 く。 反応をするのかを見なが ら読む。
る 。

展 自分の気持ちをきちんと伝えるには もし自分が同じ場面に出会 ったら、と
どのような言い方がいいかをワークシ い うことで考え させ る。
一 ト1に 記入 し、発表す る。

開
相手の気持ちを知り、自分はどのよ
うな行動をとったらいいか、その理由
も合わせてワークシー トの①②に記入
す る。

ワー ク シー ト2の ①② につ いて 、班 班の中でいろいろな考えを出せるよう
で意見を交換する。 にする。

ワー クシー ト2の ①② につ いて 、ど 他の班の考えを聞き、考えを深めさせ
35分 のような意見が出たのか、班ごとに発 る 。

表す る。

異性とかか 信頼関係を築いていくためには、話 「自分の考えを伝えること」 「相手を大

ま わるときに し方や態度に気をっけることを理解す 切にで きる行動をすること」を考えさせ
と 大切なこと る 。 なが ら、まとめ る。

め を理解 し、

ま とめ る。
5分 ワー クシー トを提出す る。

(7)評 価

① 異性 とっ きあ ってい くためには自分の気持 ちや考えを、話 し合いを通 じて伝 え、認

め合 うことが大切 であることが理解で きたか。

② 相手の立場や気持 ちを考えなが ら行動する ことが大切 であることが理解で きたか。
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(8)授 業後 の分析 と考察

① 指導のね らい と結果につ いて

小学生 とい う発達段階を踏 まえて、授業の導入 は友達 との関係か ら入 った。児童の

異性 に対す る関心 は高 く、事例 に取 り込んだ異性を好 きになるとい う気持 ち、さ らに

はその気持ちを相手 に伝 える行動、その後 に生 じた男女間の問題、 トラブルにつ いて

は 自分 自身の問題 と して考え ることがで きた。

また、1時 間の授業では、話 し合いの時間を十分 にとる ことがで きず、児童一人一

人が他の児童の意見を聞いて考えを深めた り、新たな意見交換を した りで きないな ど

改善すべ き点 も明 らかになった。

授業で使用 した ワー クシー トの中に設定 した 「人 との接 し方であなたが考えた こと

は何ですか」 という質問 には、大部分の児童が 「相手の気持ちを考えて行動す ること

が大切だ」 と答えていた。他に も 「自分の言 いたい ことははっきりと相手に伝わ るよ

うに話す」 「相手が傷つかないよ うな話 し方を考 える」 と答 えていた。

また、普段か ら相手の ことを考えて行動 してい る児童 は、 自分 の異性 に対す る接 し

方が 「間違 っていない」 と再確認 させ る ことがで きた。

この授業の実施前 には見 られた異性 に対 して好意を抱いて いる友達へ のひやか しが

授業後はな くな った。今まで以上 に男女仲良 く、協力す る様子が うかが えた。 これ ら

の ことか ら本時のね らいは達成で きたと考え る。

② 指導 内容について

思春期を迎え る時期 は、異性 との関係 も豊かな ものにす る必要があるため、男女の

かかわ りか ら生 じた問題 を取 り上 げ、児童が 自分 自身の ことと して考え られ るよ う工

夫 した。

③ 指導形態につ いて

異性 との関係を取 り上げた授業の ため、男女一緒の班でデ ィスカ ッションを行 った。

この班構成 は、異性 の気持 ちを理解す る上 で重要であ ると考えた。

班別にディスカ ッションさせ た後、全体発表を した。 この展 開で話 し合 わせ たこと

によ り、児童一人一人が 自分 の意見を発表で きる場面 を設け ることがで きた。

また、養護教諭が授業を行 うときは、担任 とテ ィームテ ィーチ ングを組 む ことによ

り、児童の様 々な反応 にも適切 な対応がで きた。

④ 指導教材について

児童が 自分 自身の こととして考え られるように、オ リジナルの シナ リオを作 った。

この ことによ り、児童が授業の内容を素直 に受け入れ ることがで きた。授業のね らい

を達成す るために も、児童が 自分 自身 の問題 として考え られ ることは非常 に重要な こ

とであ り、オ リジナルの シナ リオを工夫 した ことは有効であ った。

しか しワー クシー トの設問 によ っては、その意味を十分 に理解で きなか った児童 も

お り、設問の 内容 ・発問の仕方をさ らに工夫す る必要があ った。
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5実 証授業 皿(中 学校、学級活動:保 健指導)

-

り
0

0
0

主題 異性理解と男女の人間関係

対象 第2学 年

主題設定の理由

調査研究から、思春期にある中学生の精神的な不安定さ、周囲の人間とのかかわりの

中で 自分の思いをうま く表現で きないな どが問題 と して明 らかにな った。不安感や 自也

の なさを取 り除 き、男女 の人間関係を豊かな もの にす るため には対人 関係の スキルを婆

にっ けることが必要であ ると考え本主題を設定 した。

(4)本 時のね らい

① 異性 の心理を理解 させ る。

② 男女の豊か な人間関係 を築 くたあに必要 な対人関係のスキル について考え させ る。

(5)本 時におけ る工夫

① 異性の気持 ちや考えを知 るために、男女混合班で話 し合 わせた。

② 身近な問題 として考 え られ るよ うに、具体的 な事例を手紙文の形を とって例示 した。

③ 一人一人の意見や考えが 自由 ・活発 にだせ るよ う雰囲気づ くりを工夫 した。

(6)本 時の展開T1:学 級担任T2:養 護教諭

段階 学習内容 学 習 活 動 分担 指 導 上 の 留 意 点

導 本時のねらい 授業者の話を聞き、本時のねらいを T2 中学生期は、体や心が著しく発達するととも
を理解する。 理解する。 に、異性への関心も出て くる。しかし異性の心

入 を十分にとらえる力が未熟であるため トラブル
も多い。かかわり方について考えさせる。

5分 話しやすい雰囲気を作る。

異性の心理を プリントを配布する。 T1

理解する。
女子生徒が 「手紙」を読むテープを T2 「たくや」が 「あみJに 好意をもっているよ

展 聴 く。 うだということを明示する。

「あみ」はどんな気持ちでこの手紙 数人に発言させる。
開 を書いたのか、考え、発表する。

「あみ」にどのようなア ドバイスを いろいろな方向から考えが引き出せるように

するか、各自記入 し、発表する。 配慮する。
「た くや 」 に 数人に発言させる。
誘われた時、 プリン ト②について各自記入する。

どのような返

妻
を す るか 、

え る。
机を向き合わせ、班を作り、②につ
いて話 し合う。

TIT2 机間を廻り、助言を行う。

T1が 「た くや 」役 を演 じる。

②について発表する。 TIT2 対人関係の対応として 「受容」 「拒否」 「折
T2 り合い」の3つ に整理 し、提示する。

rた くや 」 と ワークシー トに各自記入し、班で話
「あみ」は今 し合 う。 T1 意見について板書する。
後どのように
付き合ってい 班での話 し合いにっいて発表する。
けばよいか、 T2 もし意見が分かれたら無理にまとあず、どち

40分 考える。 らも意見として尊重する。

異性に対する 発表をもとに、相手が嫌な思いをし T2 板書をいかし、一般的なマナーにっいて考え
ま マナーを理解 たり誤解を招いたりしないように、異 さ せ る。

と す る。 性に対するマナーを理解する。
め

感想文を書く。
5分

プリン トを提出する。 T1

(7)評 価

① 異性の心 理を理解 し、異性 に対す るマナーが考え られ るよ うになったか。

② 豊かな人間関係 を築 くためには、お互 いを認 あ合 い尊重 しあ う気持ちや態度を身に

付 けることが大切であ ることがわか ったか。
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(8)授 業後の分析 と考察(N=1353校4ク ラス)

① 指導のね らいと結果 について

授業後 に行 ったア ンケ ー トで は、今回の授業でそれぞれ 「相手 に分か るように伝 え

る」が64%、 「相手の考えや気持 ちをよ く聞 く」が56%、 「お互 いを大切 な存在 と し

て認め合 う」が60%、 「マナーを守 り、節度あ る行動を とる」が57%で 、生徒 が考 え

るよ うにな ったと答えて いる。 それに対 して、 「考え られなか った」 と回答 した割合

は平均 して13%で 、男女別にみると男子 に多か った。手紙文が女子生徒か らであ った

ため、 自分 自身の問題 と して考えに くか った と思われ る。 ワークシー トの 自由記述 に

よる生徒 の感想か らは、 「難 しいことだけど、マナーを守 り豊かな人間関係 に してい

きたい」、 「対処の方法が分か った」、 「こうい う話 し合いをす ることが なか ったので、

勉強 にな った」、 「いろいろな意見があ るのだと思 った」 などの意見が多か った。

このよ うな生徒 の感想か ら、本時のね らいは、達成で きたと言え る。

② 指導内容 と方法につ いて

ワークシー トを使用 して授業を展開 し、班別デ ィスカッションや簡易なロールプ レ

イ ングを実施 した。 デ ィスカ ッションや発言 も活発 に行われ、活気のあ る授業にな っ

た。 ロールプ レイ ングについては、生徒が恥ずか しが って しま うことを予想 して、学

級担任が男子生徒役 をす ることで円滑に展開で きた。

事例 は、親 しい友人 と考えていた異性か ら、家族が不在の時に二人だけで試験勉強

しないか と誘われて当惑 している友達か らの相談の手紙 とい う形で提示 した。事例検

討 の方法で授業を展 開す る場合 は、事例 その ものの適否が授業の成否に大 き く作用す

る ことは明 らかであ る。今回の事例 は、女子 に は自分 自身の 問題 と して と らえやす

か った と考え られ る。

③ 指導形態にっいて

学級担任 と養護教諭 によるティームティーチ ングで行 った。一人一人の生徒の意見

や考えが生か されるよう、生徒の席を巡 りなが ら助言を行 った。 またそれぞれの特性

を生か しなが ら、変化 に富んだ授業が展開で き、生徒 にも肯定的に受け入れ られた。

班別 ディスカ ッションでは、異性の気持ちや考えを知 るたあ に、男女混合班で話 し

合わせ た。意見交換 も活発に行われ、多様な意見が出た。授業後のア ンケー トで 「班

で話 し合 った時、 自分が感 じた り考えた りした意見を班員に伝え られま したか」 とい

う問 いに対 して 、女子 は 「伝え られ た」 「少 し伝 え られた」 と答 えた割合 は62%で

あ った。それに対 して、 「あま り伝え られなか った」 「伝 え られなか った」 と答えた

割合は男子に多 く50%で あ った。女子の ほうが積極的に取 り組んでいたと言える。

④ 指導教材 について

身近 な問題 と して考え られ るように、実際に存在 しそ うな手紙を創作 し、女子 中学

生 に読んで もらったテープを提示 した ことによ り、現実的に考え ることがで きた。話

題 も完結 しない形だ ったので、生徒 の発想を広 げることがで きた。

また、会話か らのかかわ り方を分類す るカー ドやマナーについてのまとめたカー ド

は、分か りやす く、有効であった。
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6実 証授業皿(高 等学校 、ホームルーム活動:保 健指導)

(1)主 題 異性理解 と男女 の人間関係

(2)対 象学年 第2学 年

(3)主 題設定 の理由

高校期は身体的発育、発達 は完成期 に近づ く一方で、精神的 には不安定 な ところ もあ

り、安易な行動を とる生徒 もみ られ るよ うにな って いる。話 し合 い、調 整を図 りなが ら

物事を解決 して いこうとい う態度 を育て る指導、対人関係のスキルを高める指導が必要

であ ると考え、本主題を設定 した。

(4)ね らい

① 他者を理解 し尊重するたあ には話 し合 い、認 め合 うことの重要性を理 解 させ る。

② 性行動 では自分で判断 ・意志決定す る ことが大切で あることを理解 させ る。

(5)指 導の工夫

① 異性 の気持 ちや考えを知 るために男女混合班で話 し合わせ る。

② 異性 とのかかわ りの中で起 こりうる問題を状況がわか りやす く、興味 ・関心を高め

るため漫画を使用 して、主題を提示 した。

③ 生徒の意欲や関心を高め るために、 シナ リオ作成や ロールプ レイ ングによ る体験的

な学習活動 を取 り入れた。

(6)具 体的な展開例(2時 間構成)

1時 間 目T1:学 級担任T2:養 護教諭

段階 学習内容 学 習 活 動 分担 指 導 上 の 留 意 点

導 学習のね らい 男女の対人関係スキルの学習 T1 TTで 授業を行なうこと、男女の対

入 を理解する。 をすることを理解する。 人関係スキルを2時 間かけて学習す

ることを理解 させ る。

5分 高校生の性行動についての現 T2 現在から将来にわたって、自分に

状 を知 る。 起 こり得る問題として考えさせる。

性交 とその間 「性交」とは何かを考え、男 T2 安易な性行動による、望 まない妊

題点について 女の異性への接近欲の違いに気 娠や性感染症の問題があることを理

展 考 え る。 付 き、性交にかかわる問題点を 解 させ る。

考 え る。 「異性への接近欲 ・接触欲」

開 ワー ク シー トの漫画 「あ る 日 「年齢階級別にみた人工妊娠中絶

のできごと」を読み、男女の対 実施率J

異性の心理を 人関係で大事なことは何か考え 「東京都の性感染症患者報告数」

40分 理解 し、他者 る 。 ワー クシー トに自分 の考えを ま と

に自分の意見 ワー ク シー トに 自分の考 えを めた後、 グル ープで話 し合 い、個 々

をまとめ発表 記入 し、グループで意見を出し T1 の意見の違いを理解させる。(問1

す る。 合 う 。 ・2記 入後、男女混 合 グループに さ

グループ発表 し、代表者が黒 せる)

板に記入する。 T2 互いの考え方を尊重するとともに、

自分の意志を明 らかに して相手に伝

えることの大切さを理解させる。
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T1 漫 画 の ス トー リーの続 きを シナ リ

シナリオを作成する。 T2 オにして考えてみ ることの説明。3

っの展開(受 入型 ・拒否型 ・調整型

)を 提示 し作成することを理解 させ

る 。

ま 男女の人間間 本時で学習 した ことを確認 T2 男女ともに話 し合い、認め合うこ

と 係において大 し、問3を 記入す る。 とがよりよい関係を築 くための基本

め 切なことにつ とな ることを押 さえ る。

いて考え る。 次週に行う学習内容を確認す T1 ロー ル プ レイ ングを行 うことを説

5分 る 。 明す る。

2時 間 目

段階 学習内容 学 習 活 動 分担 指 導 上 の 留 意 点

本時のね らい 本時の学習のね らいを理解す T1 1時 間 目の授業と関連付け、本時

導 を理解する。 る 。 の説明をする。

入 ロールプ レイ ングのね らいや T2 ロールプ レイングは疑似体験や観

ル ールを理解 する。 察を行なうことにより、お互いの心

男女混合のグループを作 って の動 きが発見で きる学習であること

お く。(1時 間 目と同様6班 に を説 明す る。 スイ ッチオ ン、 オ フを

10分 分け、その中で役割を決める) 理解 させ る。

男女の望ま し ロールプ レイ ングを行 う。 Ti 机 間を巡 り、 ロールプ レイ ングが

展 い人間関係、 1時 間目に作成 したシナ リオ T2 正 しく行われるよう助言する。

開 性行動と意志 により、男子の役・女子の役各 各グループの展開を発表させる。

決定のかかわ 1名 で 演 じる。 (それぞれの役割を行 っての感想を

りについて考 グループの代表が発表する。 T1 発表させる)

35分 え る 。 T2

よりよい人間 ロールプ レイ ングのふ り返 り Tl 性行動では相手の考えを受け止め

ま 関係を築くた をし自己評価を行 う。 T2 るとともに、自分の意志を正 しく相

と めに必要なこ ワー クシー トに実習 後の感想 手に伝えることが大切であることを

め とについて考 を記入する。 理解 させ る。

え る 。

5分

(7)評 価

① よ りよい人間関係を築 くには、男女が互いに尊重 しあい、話 し合い、認 め合 うこと

が大切であ るとい うことが理解で きたか。

② 性行動で は自分で判断 し、意志決定を してい くことの大切 さが理解で きたか。

(8)授 業後 の分析 と考察

① 事例 を漫画で示 したことで、生徒 の反応 はよか った。漫画の内容 は、あ る男子の家

で男女数人で遊ん だ後、女子一人を残 して全員が先 に帰 った。2人 だ けにな り音楽を

聴いて いると男子が キスを求 め、体に触 れて きたので女子 は驚 き、 その場か ら逃 げる

よ うに立ち去 った とい うものである。男 女混合の班に分かれ、その後の展開を シナ リ

オライテ ィングによ り予想 させた。 シナ リオを作成す る過程で男女が相互に意見を出
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し合 ってお り、班構成 については男女別か、男女混合か意見が分かれたが、結果的に

は男女 混合の班構城 はね らいどお りに機能 したと考え る。 しか し、 グループの人数 を

1グ ループ6～7人 と したため、円滑 にシナ リオ作成が進 まなか ったグループもあ り、

1班 の人数につ いて はさらに検討す る必要があ る。

②2時 間 目には1時 間 目に作成 したシナ リオを使 い ロール プ レイ ングを行 った。授業

の始め にロール プ レイ ングにつ いての説 明を したが、多 くの生徒 は理解 しないまま実

習 に取 り組んで しまった ことが、授業後の感想か ら推測で きる。 その反 面、 「実際 は

こんな ことは言わない」 「もう少 し自分の考えで演技 したか った」な ど自己の意見を

もっている生徒 もいたので、授業展 開や資料提示の機会等を工夫す ることによ り、 自

分 な らど うす るか という部分を もう少 し深めること もで きた。

③ 養護教諭 として担任 との ティームテ ィーチ ングで授業 を展開 した。授業時間中の役

割分担 について は概ね想定 どお り展開で きたが、事前の資料や ワー クシー トの準備、

あるいは指導案の検討等 は十分 に時間をかける必要が あることを確認 した。

特に、授業の導入 におけ るガイダ ンスの部分 とオープ ンエ ン ドで終息す るまとめの

部分で、生徒に何 を伝え、考え させ るか という点 につ いては、十分 に吟味す る必要が

あ ることがわか った。

④ 生徒の感想 よ り

ア ロール プ レイ ングにつ いては、 「実際にはあ りえない」、 「自分の考 えだけでは

な く相手の気持 ちも分か った」、 「自分の考 え とは異 なる役 をや ったので もどか し

か った」、 「ア ドリブだけでや った らもっと面 白 くな ると思 った」、 「恥ずか しか っ

た」などの感想が あった。生徒一人一人が体験 できるように、必ず一度は役を演 じ

てみる工夫を したが、 シナ リオを読 むだけで終 わ って しまった り、演 じさらに演 じ

た ことか ら感 じとるとい う作業まで十分に理解で きなか った りした部分があ ったた

め、 ロールプ レイ ングの授業へ の取 り入 れ方を さ らに工夫す る必要が あることがわ

か った。 しか し、少数で はあるが、 自分 とは違 う役 を演 じた ことによ り、 自分の中

に沸いて くる気持 ちを体験 できた者 もいた。

イ2時 間を通 しての感想では、 「男女で授業の中で性 に関す ることを問題に して真

面 目に取 り組 めたので よか った」、 「普段あ ま り聞 けない女子の考えを聞 くことが

で きた」な ど、お互 いの意見をだ し合 うことがで きた班 もあった。 しか し、一方で

「ね らいや内容がよ くわか らなか った」 とい う感想を述べた生徒 も79人 中8人(2

校2ク ラス)い た。授業 にあた ってね らいを明確にす ることや内容 ・方法を生徒 に

十分理解 させた上 で、学習に取 り組 ませ ることが大切 であることがわか った。

ウ 男女が よ りよい関係を築 いて い くうえで大切 な ことは何か、 とい う質問にっ いて

は、 「お互 いに信頼 し、思 い合 って、支 え合 うこと」、 「お互 いの気持ちを確かめ

合 いなが らっ きあ う」、 「男女の相互理解」、 「コ ミュニケー シ ョン」、 「思 った こ

とを言いあ う」 など、授業のね らいを理解 できた ことは明 らかであ る。
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V研 究の成果 と今後の課 題

1研 究 の成果

(1)児 童 ・生徒の意識調査の結果、信頼感や有用感があ る児童 ・生徒 は他者を理解 し、他

者を尊重で きる傾向が強 いことが明 らか にな った。信頼感 や有用感を高めるためには、

互いに気持ちや考えを伝え合 い、認め合 うことがで きるよ うな対人関係の スキルを身 に

付 けさせ ることが必要であ るということが分か った。

② ワークシー トを使用 して事例検討 の手法を用 いて、授業 を展開 した ことにより、身近

な問題 と して考えさせ ることがで きた。

(3)班 別デ ィスカ ッシ ョンを取 り入れる ことによ り、児童 ・生徒が 自分の意見を出 しやす

くなった。 その ことにより全体発表 に様 々な意見が出 され、児童 ・生徒一人一人 の考え

が深 まってい った。

(4)全 員で意見交換をす ることにより、 自分の考えを相手に伝えた り、相手の多様 な考え

を知 ることがで き、他者を尊重 し、他者を理解す る能力を高 あることがで きた。

⑤ ロールプ レイ ングを取 り入れ ることにより、自分の意思 とは異な る役割を演 じること

がで き、その立場 にた った時の心情 を味わ うことによ り、対人関係のスキルを高めるこ

とにつなが った。

(6)小 学校では、 「相手の気持 ちを考え て行動 す ることが大切 」、 「相手の立場 に立 って

行動す る」などの感想が多数 あった。 中学校では、 「難 しい ことだ けど、マナーを守 り、

豊かな人間関係 に していきたい」、 「対処 の方法が わか った」、 「こうい う話 し合 いをす

ることがなか ったので勉強になった」 などの感想が ワー クシー トの 自由記述欄に記入 さ

れていた。高校では、男女が よりよい関係を築 いてい く上で大切な ことは何か とい う質

問に 「お互 いの気持 ちを確かめ合いなが らっ きあう」、 「思 った ことを言い合 う」、 「コ

ミュニケー ション」 と答えた生徒が多か った。 これ らの ことか ら小学校、中学校、高等

学校 とも、学習のね らいは達成で きたと考える。

(7)養 護教諭 と担任がTTに より授業を行 うことによ り、個 々に応 じた きめ細かな指導を

す ることがで きた。性の問題 は極めて個人的な課題 の部分 も多 く、学級 と して授業を行

う場合で も、個人差や一人一人の実態に配慮 した指 導が大切であ ることが分か った。

(8)対 人関係のスキルを高めるためには、児童 ・生徒 の発達段階をふ まえて、適 切な時期

に実施す る ことが大切であるとい うことが分か った。

2今 後 の課題

(1)総 合 的な学習の時間を視野に入れ、教育活動全体 を通 した指導計画の策定を進 める必

要があ る。

② ロールプ レイ ング、班別討議、ディベイ ト等 ライ フスキル学習の方法を取 り入れた授

業を開発 し、子ど もたちの実践力を育て る指導方法 を推進す る。

(3)養 護教諭の専門性 をいか し、児童 ・生徒の各発達段 階の心身の発達の特徴を とらえ、

当面す る課題を解決す るための指導内容 を工夫す る。
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第 2 章

〈第2分 科 会主題 〉

互いに認め合い大切にしようとする意識を育てる保健室相談活動の工夫



1主 題設定の理由

多 くの児童 ・生徒 たちには、人間関係の もち方が未熟で対処法がわか らないため に トラブ

ルが生 じていた り、 自己肯定感が もてず、 自分を大 切に しよ うとす る意識が低か った り、 自

己決定能力が乏 しく指示 され るまで行動で きなか った りなどの実態がある。

一方、 これ までの保健室相談活動 の在 り方においては、学校 によ っては問題を抱 えていて

も来室 しない子 ど もが いるという課題があ った。 また、来室 して も次の よ うな課題が あった。

1点 目と して は、保健室 には、種 々の 目的で来室があ り、相談に十分 な時間的余裕がない

こと。2点 目は、養護教諭が何か して くれる場所 とい う保健室の役割 イメー ジによ り、児

童 ・生徒 にとって受動的な相談 になること。3点 目は、何か問題が起 きてか らという対応型

の相談 にな りがちであ ることである。

特 に、性 に関す る来室相談 は、学年が上が るにつれて多 くなる実態があるので、それよ り

前の段階か ら、予防的にかかわ ることが求め られる。

これ らの現状をふ まえ、第2分 科会で は、児童 ・生徒が男女共に互 いの特性 を理解 し、認

め合い、協力 し、よ りよい人間関係 を築 きあげよ うとす る意識を育て る ことが重要で あると

考えた。そのたあには、児童 ・生徒が正 しい性知識を身 につ け、 自己選択 ・自己決定で きる

力を もつ ことが必要であ る。

そこで、子 ども一人一人の心身の発達段階 に応 じて個別 に指導す ることがで きる保健室の

機能や養護教諭の専門性 を生か した相談活動の在 り方を研究 し、児童 ・生徒の性 にかか わる

課題解 決を支援で きる保健室相談活動を進あ るために本 主題 を設定 した。

皿 研究 のね らい

1児 童 ・生徒が、個 々に抱えて いる性 に関す る悩みや問題点を明 らか にす る。

2保 健室の機能や養護教諭 の専門性を生か した相談活動を工夫す る。

3児 童 ・生徒が、 自他 を大切 に した行動選択 ・問題解決ができる力を育 てる指導を工夫す

る。

皿 研究の方法

-
」

り
白

り
0

4

児童 ・生徒 を対象 と して、性 に関す る実態調査を行 い、分析 ・考察す る。

児童 ・生徒 に相談活動 に対 しての興味 ・関心を もたせ るたあの教材を作成す る。

予防的かつ実際的な保健室相談活動を工夫す る。

個別指導を通 して、児童 ・生徒が 自他を大切 に した行動選択 ・問題解決がで きる力を育

て る手立てを工夫 する。

一18一



IV研 究の内容

1調 査研究

(1)目 的:児 童 ・生徒が抱えて いる悩 みや問題点を明 らか にす る。

児童 ・生徒が不安や悩みを どのよ うに解決 して いるのか、 また、異性 とのかか

わ りを含めた人間関係について明 らかにす る。

② 方法:ク ラス ごと質問紙法 によ る。

(3)対 象:研 究員所属校 小学校4校 中学校3校 高校2校 及 び調査協力校 高校2校

で実施 した。

校 種 小学校(人) 中学校(人) 高等学校(人)
合 計
(人)学 年 4年 5年 6年 1年 2年 3年 1年 2年 3年

男 子 99 96 123 69 81 78 172 112 100 930

女 子 104 io7 126 66 53 64 208 151 133 1,012

合 計 203 203 249 135 134 142 380 263 233 1,942

(4)実 施時期 平成12年7月

⑤ 調査仮説

① 学年や性別 によって悩みの内容が異 なって くる。

② 学年や性別 によって悩みを相談す る人や解決方法が多様 になって くる。

③ 小学校で は、 クラスの男女の仲はあま り良 くない。

中学 ・高校で は、成長 に伴 って同性 と異性 との接 し方が違 って くる。

④ 男子に比べて女子の方が相談で きる友達を もって いる。

⑤ 友達か ら相談 されて も相談にの る割合 は低い。

(6)結 果及び考察

小4男

;{1:舞

零1量

講

薯謬

糠

畿

麗妻

隠農
1
高3女

一一

o% 20%40%60%80%100%

ロから

だ

｠心

ロその

他

0 「悩んでい る内容」の質問

に どの 学 年 も共 通 して 、

「友達」 「生活」の割合が

高い。特に小学校か ら中学

1年 生 にかけては 「友達」

の ことで悩ん でいる。その

割合 は女子が 高い。対人関

係を 円滑に進 めて い くこと

を援助 してい く必要がある。

学年が上が るにつれて 「そ

の他」が増え、悩みが多様

化 して いる。
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女
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1

2

3

1
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3

小

小

小

中

中
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高
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高

小

小

小

中

中

中

高

高

高

■友達、

先輩

ロ先生

日養護教

諭

圏力ウン

セラー

田塾

田電話、

本など

口何もしな

い

目その他

小4男

小5男

小6男

小4女

小5女

小6女

回 は 、

■ し 、え

田 無 回 答

中1男

中2男

中3男

高1男

高2男

高3男

中1女

中2女

中3女

高1女

高2女

高3女

ロ同じ

■違う

園わからない

皿無回答

一zo一

0

③

④

「悩 み を相 談す る人 、方

法」 についての質問では、

女子 は誰 かに相談す る割合

が高い。男子 は家族をは じ

め誰かに相談す る割合が、

学年が上が るにつれて減 る。

特 に小学校4年 生か ら小学

校6年 生の3年 間が急激 に

減 る。 また悩 みがあ って も

「何 もしない」 と答え る子

ど もが増え る。 「その他」

と答えた子ど もの自由記述

欄 に は、 「自分 で 解 決 す

る」 とい う回答 もみ られ 、

中学校以上の学年において

増加 している。その一方で、

「何 もしない」 とい う回答

が多 い の は課 題 で あ る。

「養護教諭」 と答えた子 ど

ももほとん どいな く、子 ど

もへの支援を考えてい く必

要が ある。

(小学校のみ)「 クラスの

男女の仲はいいか」 との質

問で は、各学年 とも女子が

「はい」 と答えた割合が高

い。異性 に対す る意識の違

いが男女間で、少な くな る

ことが互 いを理解す る上で

重要な ことだと考え られる。

(中学 、高校のみ)「 同性

と異性 のっ きあい方」 につ

いての質問で は、男子 は学

年が上が るにっれ 「違 う接

し方 をす る」が増加、女子

は学 年 が 上 が る にっ れ 、

「同 じ接 し方をす る」が増

加 し、逆の結果が 出た。 こ

の意識の違いが少 な くな る

ことが互いを理解す る上で

重要 なことだ と考え られ る。
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⑥

「相 談 で き る友 達が い る

か」 との質問で は学年 によ

る変動が少 な く、男子の60

～70%、 女 子で70～SO%が

「相談で きる友達を もって

いる」 と答え た。その中で

中学生男子 は相談で きる友

達が いる割合が低 く、悩み

があ って も 「何 もしない」

と答え る子 ど もが多いの と

関係があ ると考え られる。

「他か ら相談 された らど う

す るか」 との質問には学年

別の変動が少 な く、男女 と

も 「で き るだ け相 談 にの

る」が一 番多 い回答である

が、男子は 「ある程度相談

にの る」 の 回 答 も多 く、

「あ ま り他者 と深 くかかわ

りた くない」子 ど も像が考

え られ る。 全 体 の 数値 は

「相 談 で き る友 達 は い る

か」の回答 と酷似 している。

相談で きる友達が いる子 ど

もほど、 自分が相談 される

立場 にな った ときに相談 に

の ってあげよ うとす る傾 向

が見 られ る。

(7)調 査仮説 の検証

① 児童 ・生徒の悩 みや その悩 みを相談す る相手 は学年や性別 により異な って いる。

② 小学校での クラスの男女の仲が良 いと答えて いる児童の割合 は高い。

③ 中学 ・高校では学年 より性別 によって異性 に対す る接 し方の違いが現れ た。

④ 男子 に比べ、女子の方が相談で きる友達 を もって いる。

⑤ 友達か ら相談 されれば相談 にの るとい う児童 ・生徒の割合 も高い。

(8)研 究仮設の設定

以上 のよ うな調 査結果を踏 まえ、研究仮説を以下の ように設定 した。

児童 ・生徒が抱 えている性 に関す る悩 みや問題点を明 らかに し、保健室 の機

能や養護教諭の専門性を生か した相談活動を進めることで、 自他を大切 に した

行動選 択、問題解 決が できる児童 ・生徒を育て ることがで きる。
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2実 践研究の視点

児童 ・生徒 の 自他を大切 に しない意識や主体 的な行動選択能力の乏 しさは、今 日様々な

場面で問題 とされてい る。児童 ・生徒 の成長過程 の中で、 自他を尊重 し、同性 ・異性 との

望 ま しい人間関係を築 き、性に対す る正 しい理解 と認識を確かな ものに させ ることは、現

在及 び将来 の生活において直面す る諸問題に対 して適切 な行動選択 ・問題解決を行 う上で

重要である。 自他を大切 に した行動選択 ・問題解決が できる力を育 てるためには、児童 ・

生徒一人一人の発達段階 に応 じた性教育が必要であ る。 また、一人一人の個別の課題 に対

応す るため には、保健室における相談活動等個別 に対応 し、指導す ることも大 きな意味を

もっ ものであ る。

児童 ・生徒へ のア ンケー ト調査によ り、 日常の生活において児童 ・生徒 は多 くの悩みを

抱えてい る事がわか った。 しか し一人で抱え込んで いた り、 自らは何 も しないでいる場合

も多 い◎悩 みを相談す る相手 と しては友人や親 など身近 な人が多 く、生徒が 自ら保健室 に

来 るのを待 って いるとい う従来の保健室相談活動の在 り方で は、学校 によっては問題を抱

えていて も来室 しない児童 ・生徒が いることも考え られる。 また、悩 みを抱えた児童・生

徒が来室 して も保健室 には種々の 目的での来室者がい るため に、相談 に対 して十分な時間

を とることが難 しいという問題点 もあ った。 そこで児童 ・生徒が、個 々に抱えて いる性 に

関す る悩みや問題点を明 らか に し、保健室の もっている相談機能を積極的に伝え ることで、

問題を抱えていて も来室 しない児童 ・生徒の意識の啓発を試 みた。 また、児童 ・生徒一人

一人の発達段階 に応 じて
、個別 に指導す ることがで きる保健室の機能や養護教諭の専門性

を生か した予防的かっ実際的な相談活動 の在 り方を工夫す ることが重要であ ると考えた。

これまで保健室で対応 していた子 ど もたちの 「性 に関す る相談 」の現状は下の表の よう

にまとめ られ る。 この ことに調査研究か ら明 らかにな った点を加 えて、各校種での発達段

階に応 じた個別指導の在 り方及 び実践方法 を検討 した ものである。

校 種 相談件数 相 談 内 容 実 践 上 の 課 題

小学校 他の相談に比

べて少ない

初経、精通など体つきの変化

や性機能の発達に関するもの

がほとんどである。

性被害にあったなど。

「性」を広義にとらえ、人間の生 き方にかか

わる問題であり、特に潜在化する人 と人 との

ふれあいや人間関係の問題を放置 しないよう

に働きかけていく。

中学校 多い 月経や射精など体つきの変化

や性機能の発達に関するもの

か ら性被害、妊娠な ど幅広

い。

一斉指導では絞りにくい問題も
、保健室では

個別に対応できる。

相談件数、他の来室件数 とも多い現状におい

て、いかに子どもたちの抱えている問題に適

切に応えていくかが課題である。

高等学 多い 性 交、妊娠、STDな ど。 複雑かつ微妙な問題が多いので、一人一人が

抱えている問題に対応 した実践をすることが

課題である。また他機関との連携をどう進め

ていくかということが課題である。
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G)小 学校

小学校で は、自分で抱 えている悩みを一人で抱え込 まないで、誰 かに相談す ることで

心が楽 にな る。 また、 どん な悩 みで も誰か に相談す ることは恥ずか しくない ことを理解

させ る。 また、人間関係 のっ くり方が未熟 なため、同性 ・異性 とかかわる中で ささいな

ことで気持ちの行 き違いが起 こる ことが多 い。そのため、相手 との関係を崩 す ことな く

自分を どう主張 した らよいか とい うコ ミュニ ケーシ ョンスキルを身 に付 けさせる ことが

大切 だと考えた。そ こで、児童 自身が 自分 の心の問題 に気付 き、見直 し、前向 きに考え

られ る姿勢を身 に付 け させ るために以下の ことを実践 した。

① 相談す ることは大切な ことということを伝え るために、児童保健委員会 による相談

を周知す る集会を開いた。

② 児童が気軽 に保 健室 に来室 しやすいよ うに養護教諭の動静表 を掲示 し、相談 日の予

約を受 け付 けた。

③ 児童 自身が心の問題を考え る手立てと して、 グル ープカ ウンセ リング等の教育相談

的 な手法 を用 いて体験的な指導を した。

② 中学校

中学校 では、生徒 のア ンケー ト結果 か ら把握 した質問 に対す る答え をカー ド形式 の

「Qア ン ドA」 に して保健室前 に掲示す ることで、周囲の友達が抱えてい る不安や問題

を知 り、相談 しやす い環境を整備 した。 また、rQア ン ドA」 を き っかけに して、特 に

保健室で多 く聞かれた悩みや質問にっ いて、 グループでの相談活動 に結びつけていった。

同世代の悩 みを共有化す るために、生徒の グループ相談を行 う際 は他の学年か ら出て き

た事例 も活用 した。 この ことで、生徒がお互いを認め あい大切 に しようとす る意識を も

ち、育 てることになるのではないか と考えた。

自分 か ら悩みを言え ない生徒 には、何 か きっか けを与 え られ る工夫 と して 「来室者

カー ド」 を活用 した。 また、養護教諭の動静表 を掲示す ることで、生徒が主体的に相談

が しやす くな るよ うに工夫 した。

(3)高 等学校

高等学校で は、悩み に直面 して は じめて来室す る生徒 が多い ことか ら、学年 ごとに

テーマを設定 した相談活動を実践す ることに した。 日ごろ生徒か ら相談 を受 けることの

多い事項 の中か らテーマを選んで校 内に広 く呼びか けた。設定 したテーマにっ いて不安

や関心 を もつ生徒の来室を促す ことによって、よ り多 くの生徒に保健室の相談機能 に気

付 かせ、 さ らに予防的な相談活動 を行 うことがで きると考えた。

来室 した生徒に対 しては、個別 に相談に応 じるだ けでな く、希望者にはグループでの

相談活動 に参加 させ た。 ここでは、共通す る関心事を もつ生徒同士が ともに話 し合 い、

性 に対す るさまざまな考え方に触れ ることができるよ うに した。また、 ロールプ レイン

グを用 いて相手の立場に立 って考え ることや 自分の意志 を決定す る過程を体験 させ、そ

の中で 自他を大切 に した行動選択 ・問題解決がで きる力を育て ることをね らい とした。
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3保 健室の相談機能を子 ど もたちに周知す る実践

調査研 究の結果 か ら年齢が上が るにつれて 「悩みを ど う します か」の問い に対 して、

「何 もしない」が増えて くる。 これ は、人 間関係の複雑 さか ら自分 の抱えて いる悩みをど

のよ うに対処 してよいのか、また、 こんな ことを誰か に相談 した ら恥ずか しいなどの気持

ちの葛藤 と考え られ る。そ こでまず、保健室の相談機能を子 どもたちに周知する取組を以

下の表の ような方法で各学校 の実態にあわせて実践 した。

(1)校 種別 実践項 目

実 践 項 目 小 学 校 仲 学 校1高 等学校

① 児童保健委員会による集会発表 ●

② 養護教諭から支援の必要な生徒へ声かけ ● ●

③ グル ープ相談活動実施のお知 らせ配布、掲示 ● ● ●

④ 相談の動機付 けの 「Qア ン ドA」 の掲示 ● ● ●

⑤ 養護教諭の動静表の掲示 ● ● ●

⑥ 保健室来室カードの工夫 ● ● ●

(2)取 り組み方法 と児童 ・生徒 の反応

① 児童保健委員会 による集会発表

保健委員会の児童に、養護教諭が作成 した台本 「一人で悩 まないで」を読み聞かせ、

集会での発表を働 きかけた。係分担をお こない準備を開始 した。保健委員会児童に台

本を読み、内容に真剣 に聞 き入 っている様子が見受 け られた。劇を発表す る ことに意

欲的な発言が多 く聞かれ た。

集会終 了後4、5、6年 生 に感想を書 かせ た。4年 生 には内容が 少 し難 しいのか

「よ くわか らない」 と答えた児童が4分 の1位 いた。5、6年 生では、 ほとん どの児

童が理解 出来た様子で、 「口に言 い表せない ものを感 じた」 「悩 んで いる人の気持 ち

が理解で きた」等が あ り、相談す ることの大切 さを理解で きた様子 だった。

……一 劇 「1人 で悩 まないで」のあ らす じ

原宿でモデルにスカウ トされたが、本物の スカ ウ トなのか、偽物の スカ ウ トなの

か不安な気持 ちを誰に も相談出来ないA子 。友 だちにゲームセ ンターに誘 われた

が、断 ることの出来ないA男 、二人 と も身体 の具合 も悪 くな って きた。 この二人

はどう した らよいのだろ うか?

② 養護教諭か ら支援 の必要 な生徒への声かけ

養護教諭が 日常生活 の中で、子 ど もたちが性 に関 して、興味本位に話題 に していた

り、何か悩んでい る様子が うかがえた り、様 々な場面 に遭遇す ることがあ る。そ こで

積極的 に声かけを し、一緒に考え る機会(場 所、時間)を 設定す る必要があ ると考え

た。

自分か ら話す ことの苦手な生徒、相談 内容によ って話す ことを躊躇 してい る児童 ・

生徒等 に、養護教諭が声かけを した ことによって、 「ス ッキ リした。 自分 だけ悩んで
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いたん じゃなか った。楽 しか った」等の感想が聞かれ、気軽に相談で きる動機付 けに

っ なが った。

③ グループ相談 活動のお知 らせの配布 、掲示、呼びかけ

担 任を通 じて グループ相談活動実施のお知 らせの配布、校内掲示、保健室を訪 れる

児童 ・生徒等への呼びか けを とお して、内容、方 法につ いて積極的 に広報 に努めた。

グループ相談活動 にっいて、知 らない児童 ・生徒が多 く、 「保健室の先生は こんな

ことや っているんだ、悩みの相談 にはこんな方法 もあるんだ」等、興味 ・関心を高め

ることがで きた。

④ 相談 の動機付けの 「Qア ン ドA」 の掲示

調査研究で生徒に質問 した 「大人へ近づいてい くあなたの心 とか らだ には、いろい

ろな変化が起 きています。性 に関す る問題で悩んでいる事があれば書 いて くだ さい」

につ いて、不安や質問、疑 問が多 く記載 されていた。 そこで、 これ らに答え る形 の解

りやす く、興味を引 く内容を工夫 した掲示物を作成 した。 この掲示物を きっかけに性

に関す る不安や悩 みを もつ他 の相談者が多 く来室で きることを期待 した。 また、 「背

はよ く寝 ると伸び るの?」 等 資料を見た児童 ・生徒が再確認に訪れ た り、友達 同士の

話題 になったり して、不安や質問、疑問の解決に役 立 った。

⑤ 養 護教諭の動静表の掲示

週単位で養護教諭の動静表を保健室入口に掲示 した。 これによ り、相談で きる時間

が児童 ・生徒 に明 らかになり、安心 して相談 に訪れ ることがで きた。

今 まで相談 に訪れなか った児童 ・生徒 も気軽 に 「先生、今 日は出張だ よね、で も明

日は居 るよね、明 日相談 に来て もいい?」 と声を掛けて来 るよ うになった。 この こと

は、 「いつで も相談 に来て良 いんだ」 とい う意識の変化 ととらえる ことがで きた。

⑥ 保 健室来室 カー ドの工夫

内科的症状を訴えて来室 した児童 ・生徒 に 「今悩 んで いる事はあ りますか?」 の設

問 の入 ったカー ドを書かせ た。 「悩 みがある」 と回答 した児 童 ・生徒 には時間をか け

てゆ っくり話 し、その様子 を観察 し、身体的症状 の背景 には心理的 な要因が関係 して

いる場合 もあ ることを話 してみた。

悩みが身体症状 として現 れ ることもあ ると理解 す ると、児 童 ・生徒 は、身体 のっ ら

さの ためか、悩 みの内容に少 しずっ触 れてきた。話を したり、安静 に身体を休めた り

す ることによ り身体的症状 も回復 し、気持 ち も落ち着 いて きた。 この きっかけが、次

の相談活動 に結 びつ いた。
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4相 談活動の実践

[小学校]

(1)実 践内容

① 休み時間、給食の時間、昼休みの時間、放課後な どを活用 した相談活動

小学校高学年 にな ると、身体的な成熟に伴 う発育 ・発達 とと もに、心の発達段 階で

は異性を意識 し始め る時期を迎える。 しか し、人間関係の もち方が未熟 なため、同性

・異性 とかかわ る中で、 ささいな ことで気持 ちの行 き違 いが起 こることが多い。 そ こ

で高学年を対象 に少人数 のグループで、 日頃の男女の人間関係でよ くある問題 をテー

マ に話 し合わせた。そ して ロールプ レイ ングや グループ相談活動 などを行い、お互 い

の感想 を聞き合 うなど体験的な活動を取 り入れた。

展 開 具 体 的 内 容 指 導 上 の 留 意 点

気持ちをほぐし話 し

やすい雰囲気をつ く

る。

・グループエ ンカウ ンターの ショー トエ クササ

イズをす る。(例)肩 もみエ ンカウ ンター

あれ?は なれな い!な ど

・なるべ くふ だん話 した ことの

ない友達 とペアになる。

ブ レインス トー ミン

グをす る。

・異性か ら 「言われて いや なこと」 「された く

な いこと」にっいて自由に話 し合いをさせ る。

・話 し合いの内容を発表 し合

い、共有化を図る。

話 題 に そ って 進 め

る。

・ロールプレイング、一人の体験にっいてグル

ープ相談活動をするなどの方法で、解決の方

法をみんなで考える。

・話題によっては自由に自分の

意見を出 させ るだ けで もよ

い。

今日の感想を書 く。 ・記入用紙を準備 し、感想や意見を書かせる。 ・感想を掲示し、共有化を図る。

② 教育相談部の 「何で もそ うだん 日」を活用 した相談活動

児童が悩みを抱え込 まないで、本音で話せ る場を設定 し、教 師が問題の実態 をと ら

え解決のた めの指導 に役立て る。 これを 目的 と して、生活指 導委員会の取 り組み に

「何で もそ うだん 日」があ り、養護教諭 も生活指導委員会に所属 して いる。

数 日前か ら 「何で もそ うだん 日」実施の ポス ターを掲示 し、当 日は校内放送で呼 び

か ける。相談員 は生活指導委員会の教 師が交替で行 い、1回 に2～3人 であたる。実

施回数は学期 中に2回 位行 い、実施時間は午後3～4時 、相談員1人 に1部 屋が割 り

当て られる。

(2)評 価の観点

① グループで話 し合 う中で互 いの立場や気持 ちを考え ることがで きたか。

② 互いに相手の ことを考え た言葉 づか いや行動 を しよ うとす る意識が育 ったか。

③ 悩 みを誰か に相談す る ことで、問題解決の手掛か りに結 びっ いたか。

(3)分 析 と考察

① 休 み時間、給 食の時 間、昼休 みの時間、放課後な どを活用 した相談活動

グループによ って差 はあ ったが、児童の多 くが積極的 に意見を言 うことがで きてい

た。少人数で場所 も教室 とは違 った環境 とい うことが、会話が円滑 に行われた ことに

つなが って いた と考え る。 しか し、事前指導が十分で はなか ったため、少数ではある

が ロール プ レイ ングに抵抗を示す児童がいた。
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男女が互 いに相手の直 して ほ しい こどについて、 自由に意見を出 し合 った。進 める

中で、同 じ意見 はまとめて、話題を一っ に しぼ り、養護教諭が リーダー シップを とっ

た。終了後、 「す っき りした。」 とい う感想を もった児童 が多か った。話 し合 いの進

行はまだまだ未熟 ではあるが、 自分を表現で きたこと、相手に共感 して もらえた とい

う点 で児童 は満足感 を もった と考 え る。 さ らにそ こか ら 「相 手 の気持 ちを考 えた

い。」 「その人が言われていやな ことなど初めて知 った ことが た くさん あ った。今度

か らはもつと考 えて言 お うと思 った。」 とい う感想 も寄せ られた。 自分 を相手 に理解

して もらうことがで きた とき、相手の ことも考え ようとす る気持ちが芽生えたのだ と

考え られる。

グループによ っては、解決の方法 まで話 し合 うことがで きた。話題を共有す ること

で連帯感が生まれ、 この ことに積極的 にかかわ って いきたいという姿勢が見 られた。

② 教育相談部の 「何で もそ うだん 日」を活用 した相談活動

相談 内容は圧倒的 に友達関係が占め、相談者 は女子が大半であ った。時 には 「男の

子には良 い顔を見せていて、女の子 には違 う態度を とる人が いる。その態度が許せな

い。」など異性への関心の芽生 え ととらえ られ る話 も聞か れた。 また開始 前か ら部屋

の前で待 っているなど、積極的 に相談 に臨む態度が うかがえた。 この ことか ら、児童

は この時間を心待 ちに して いると考え られ る。

一人 で悩 まず、誰かに話す ことで気持 ちが整理で きた り、時 には解決で きた りす る

ことが可能な身近 な相談 の機会 と して 「何で もそうだん 日」の取 り組み は意義が あっ

たと考 え られ る。

[中学校コ

養護教諭 は、保健室 において一人一人の生徒か ら悩みを聞 く機会が大変多 くあ る。 しか

し、ア ンケー ト調査か ら、悩みや問題を抱えていて も、誰に も相談を しない生徒が いるこ

とがわか った。 この ことか ら、生徒か らの相談を待つだけでな く、誰に も相談 しない生徒

へ向けて呼 びかけをす る必要性を感 じた。そ こで、生徒か ら出された悩 みや問題を生徒同

士が話 し合 うことにより、互 いを理解 し、認め合 い、 自ら問題解決へ導 くことがで きるよ

うにな ることを 目的 に、次の2例 の グループ相談活動を試みた。

(1)希 望者を対象 とした保健室での相談活動

展 開 相 談 活動 の 工 夫 具 体 的 内 容

募集 ・呼びかけ ・掲示物を作成 し、校内に掲示する。
・配慮を要する生徒に声をかける。

・成長、男女関係、性に関する悩みや関心を
もっ生徒を集める。

希望者への説明 ・保健室において説明する。
*事 例1年 男女の人間関係

(学年別)2年 痴漢にあったら
3年 性感染症(エ イズ)
・妊娠

・生徒か ら成長、男女関係、性に関する悩み
や問題を聞き取 り、相談活動の事例を選択

する。

(事例の選択が難 しい場合は、事前に用意
した左記の事例を用いる)

相談活動の実践 ・事 例について話 し合 いをさせ る。 ・5～6人 の グループで事例を もとに話 し合

う。(司 会 は生徒)

評 価 ・話 し合 いの後 、質問紙で ア ンケー ト

を行 う。

・感想(体 験後、自分の考えがどのように変

化 したか)
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② 生徒保健委員会を活用しての相談活動

展 開 相談活動の工夫 具 体 的 内 容
'

保健委員会活動① ・委員会活動の中で話 し合 ・学年別に成長,男 女関係,性 に関する悩み
いをす る。 や問題について話 し合 う。(事 前に養護教

諭が用意 した事例を用いて話し合う。)
・事例:男 女交 際

保健委員会活動②(相 談希 ・①で体験 したことを全校 ・保健委員会便 り、掲示物(ポ スター)に よ
望者の募集、呼びかけ) 生徒に広める。 り相談希望者を募集する。

保健委員会活動③ ・保健委員会生徒を中心に ・司会 ,記 録 は生徒。5～6人 の グル ープ相

(相談活動の実践) 希望 して集まった生徒と 談 活動を行う。(養 護教諭は助言者)

話し合いを行う。 ・事例:痴 漢にあ った ら

保健委員会活動④ ・相談活動を行 ったことを ・保健委員会便 り

(相談活動実践報告) 全校生徒に知 らせる。 ・掲示物(ポ ス ター)

(3)評 価の観点

① 生徒 の悩 みや問題につ いて、一人一人が考えを深める ことができたか。

② 生徒 か ら出された悩 みや問題 にっいて、生徒同士で解決す ることがで きたか。

③ グループで話 し合 うことによ り、生徒が お互いを理解 し、認め合 うことが できたか。

(4}分 析 と考察

希望者を対象 と した保健室での グループ相談活動 では、成長、男女関係、性 に関する

悩みや関心を もつ生徒を養護教諭が募集 した。実践後の生徒の感想か ら、 「自分が何を

悩んでいるのか言えて よか った」 とい う声が多 く出された。 また、友だちがその悩 みを

克服す るために努力す る話を聞 いて、 「自分が この立場だ った らどうす るだろ う」 と、

今後の自分の対処方法 にっいて も発展 して考え ることがで きた。 この相談活動 は、 自分

の成長におけ る悩みを周囲の人が真剣 に聞いて くれ るとい う点で有効であ った。

生徒保 健委員会活動を活用 してのグループ相談活動では、相談活動を実践す るに当た

り教職員 との連携を図 った。 この相談活動 のね らいは生徒同士で悩 みや問題 を解決す る

ことであ り、 そのたあには保健委員を話 し合 いの リーダーに育 てる必要が あ った。

まず、生徒同士による相談活動の方法や意義、司会進行や記録 の仕方を事 前に指導 し

た。 この相談活動 にっ いては、テーマに興味 ・関心 のある生徒が集 まったことなどか ら、

自分の考えや気持 ちについて活発 に意見交換がで きた。実践後の生徒の感想か ら、 「自

分以外の人の意見を聞 くことがで きてよか った」 「こんな時、 こうすればい いん だ」 と、

お互いを理解 し、 自分の考えを深め ることがで きたという点で有効であった。

この2例 の グル ープ相談活動の実践で共通す ることは、司会進行役を保 健委員が行 っ

た ことで、生徒同士の 自由な発言 と自主性 を尊重す ることがで きた ことであ る。 しか し、

司会の生徒が話 し合いの展開を円滑 にで きず、養護教諭が助言す る場面 も多か った。 グ

ループ相談活動の中心 となる生徒の育成は、 この相 談活動 にとって重要なポイ ン トであ

る。その育成の方法や内容について は、今後、 さ らに研究を深める必要が ある。 また、

養護教諭にとって も生徒理解 が深 まるなど保健室の機能を積極的 に活用できた。
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〔高等学 校〕

(1)グ ループ相談活動の実践

多様 な悩 みを抱えて いる生徒 に対 して、相談活動 の場 と しての保健室をよ り開かれた

ものに し、事態が深刻化する前の予防的で積極的な相談活動を行 うことが重要であ ると

考え、下表のよ うな計画を立て、行事等の ない日の放課後に実践 した。

なお、 ロールプ レイングの計画立案 にあた っては、 「ロールプ レイ ングによる演習の

進め方 」(平 成11年 度保健室相談活動研修会資料)を 参考に した。

【グル ープ相談活動の計 画】

展 開 相談活動の工夫 具 体 的 な 内 容

募集 ・

呼びか

け

① ポスターを作成 し、校 内

に掲示す る。

②気になる生徒 に声をか け

る。

・悩 み ・不安 ・興 味を もつ生徒を募集す る
。

希望者
への説

明

③各々に保健室において説

明す る。

・相談活動の意義を話 し、 その中で、ロール プ レイ

ングとい う技法を用いた活動 に参加 したいとい う

生徒を募 る。

ただ し、 この技法に抵抗の ある者につ いて は、従

来通 り、個別の相談活動 に切 り替える。

相談活

動の実

践

④ ロールプ レイ ングの技法

を用い る。

保健室相談活動 において、有効な コ ミュニケー ショ

ンスキルや対人関係スキルを体験 させ る。

テーマ:1年 「男女交際」

2年 「不特定多数の異性 との交際」

3年 「妊娠」

段階 時間 相談活動の内容

導入

1分

1分

1分

・相談活動 につ いての説明

・ロール プ レイ ングにつ いて説明

・シナ リオを読み、役割決定

展開

3分

5分

1分

3分

5分

・ロール プ レイ ングの 実 習

・感 想 発 表

・役 割 交 代

・ロ ール プ レイ ングの実 習

・感 想発 表

整理 3分

5分

・ま とめ

・ア ンケ ー ト記入

評 価 ⑤ ロールプ レイ ング後 に質

問紙法でア ンケー トを行

う。

・ロールプ レイ ング」 という技法 についての感想

体験後の気持ちの変化 にっ いての感想
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保健室 におけるグループ相談活動 の実施を知 らせ るポスターを掲示 し、全校に呼 びか

けるとともに、性 に関す る心配事を抱えた生徒 に声をかけて参加者を募 った。参加 を希

望 した生徒たちには、あ らか じめ ロール プ レイ ングの進 め方 と意義につ いて説明 し、 さ

まざまな立場に立 って物事を考え ることの重要性を理解 させた。当 日の導入の中で も、

演技 の上手下手や解決に到るか どうかが重要 ではな く、役 にな りきってその人の立場や

価値観を考え演 じることが大切である ことを強調 した。演技の途中には、養護教諭 は、

指示や助言をで きるだけひかえ、生徒 に自由に演技 させ るよ うに心掛 けた。演技後 の感

想発表の場面では、表現す ることで 自分の考えを深め ることが、 この相談活動の最 も重

要な段階で あることを理解 させ た。

(2)評 価の観点

① 自分 たちが演 じてみ ることで、それぞれの立場や価値観を考え ることがで きたか。

② 性行動 における行動選択につ いて、考えが深め られ たか。

(3)分 析 と考察

事前の説明 によ って、生徒たちはグループで話 し合 うという相談方法の意 義をよ く理

解 してお り、どの学 年で も真剣 な取組がみ られ、また、進行 も円滑で あった。

演技開始の時点では、恥ずか しさ もあるせ いか うま く始め られず、養護教諭が最初の

一言を言 ってきっかけを作 ることが必要なグループもあ った。 しか し、演技の中では、

「気持 ちが分か らない」、 「異性の気持 ちになれない」 と言葉 に詰 ま りなが らも、一生

懸命役割 を演 じることを通 して、その人の置かれた立場 を理解 しよ うと していた。

演技後 の話 し合いやア ンケー トで も、 「確か にこうい う人 もいるが 自分な らどうす る

か考えた」、 「いろいろな立場の人が もっとよ く話 し合 った方が いい」、 「友人役 の説得

を きいて いる うちに、 自分の ことを大切 に思 って くれて いると感 じた」、 「自分が そ う

い う立場 に立った ときどうす るか、今後考 えよ うと思 った」な どの感想が聞かれ、互 い

の立場を理解 し、思いやることの大切 さや 自分の行動選択の在 り方 を考え るきっかけと

な った ことが うかがえた。 また、 「中絶 は、絶対 ダメだ と思 っていたが、 自分の立場 も

考えな くてはな らない とい う問題 に気が付 いた」 と男子生徒が書いた ことは、 自己の価

値観を見直す機会にな った ことを示 してい る。

ロールプ レイ ングの実践 におけ る工夫 と して、 「同 じ立場 におかれて も、人によ って

違 う意見が 聞けて よか った」、 「観察者 になると互 いの立場を冷静に見 られ て、相手の

気持 ちを考える必要があ ると分か った」 とい う感想か らも、役割を替えて複数回演技を

す ることは、大 きな意味が あった。特 に、性 の問題 に関 して異性 の意 見を聞いた り、異

性の立場に立 って考えた りす る体験が貴重 と考 え られ、実際に も男女合 同の グループで

相談活動を行 った方が話 し合いの幅が広が った。 さ らに台本 に工夫を加 えるな どによ り

一層生徒の考 えを深め ることがで きると考え られ る。 このよ うに、 ロールプ レイ ングの

手法を用いた グループ相談活動は、生徒が 自発的 に悩みや不安 につ いて考え るきっか け

とな り、予防的 な相談活動 としての効果が認め られた。

来室す る生徒を待っ対応型の相談活動だけではな く、積極的な予防的 ・開発的な保健

室相談活動の実践を さ らに進めてい くことが大切で あることが分か った。
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V研 究の成果 と今後 の課題

1研 究の成果

(1)調 査研究の結果か ら、子 ど もたちはどの学年 も共通 して友達の ことで悩んでいるが、

その解決に対 して、養護教諭の役割 はあま り活用 されてお らず、何 もしない子 どもが特

に中学生の男子 に多い ことが分 った。また、中学生の男子 は、相談 できる友達を もって

い る割合 も、友達か らの相談にのる割合 も低 いことが分 った。

これ らの ことか ら、相談の焦点 を中学生 の男子に当てる必要が あ るが、人間関係 は相

対的な ものなので、中学生の男子 だけに限 らず、よ り積極的に子 ど もたちの人間関係を

円滑に築いてい くための支援を行 う必要が あることが分か った。

(2)保 健室の相談活動を周知す る実践 と して、小学校 では、児童保健委員会によ る集会発

表を した り、 「何で もそ うだん 日」のポスターを掲示 した り した。

中学校 ・高校では、相談者募集のポスターを掲示 し、支援の必要 な生徒 には養護教諭

が声をかけ、生徒の来室を促 した。

その結果、実際の相談活動 につなげて い くことがで きた。特 に、今 まで性 に関す る相

談件数の少 なか った小学校で も、相談 を行 うことがで きた。

(3)保 健室 の機能や養護教諭 の特性を生か したグループ相談活動 として、小学校で は、教

育相談的 な手法を用 いた相談活動や校 内の 「何で もそ うだん 日」 を活用 した相談活動 を

行 った。

中学校 では、保健室で とらえた生徒の悩みや質問 を、保健委員会の相談活動や希望者

を対象 とした相談活動 に結 び付 けてい った。

その結果、少人数で話 し合 うことによ り、活発 に意見交換がで き、互 いに認 め合い大

切 に しよ うとする意識を もっ よい機会 とな った。 そ して、 「もっといろいろな人の悩み

を聞いてあげたい」 「もっとみんなで考えたい」 と子 どもたち同士の相談活動の輪が生

まれて きた。そ して、その活動の中心 に、 どの学年の児童 ・生徒で も来室で きる開かれ

た空間である保健室が重要 な位置付 けを していることが分か った。

(4)児 童 ・生徒が相談 に来やす い環境整備を した り、相談活動 に活用で きる資料を作成 し

た りする実践を通 して、調査研究か ら把握 した質問に対する答えをfQア ン ドA」 に し

て掲示 し、相談の動機付 けとな るよ うに した り、養護教諭の動静表を掲示 した り、児童

・生徒が相談に来やすいよ うに した りした。

その結果、児童 ・生徒 と話す きっかけが作 りやす く、相談活動 も円滑 に行われるよう

にな った。

2今 後 の課題

(1)担 任 ・保護者 ・専門相談機関 とのよりよい連携についての研 究が必要であ る。

② グルー プ相談活動を助言す る教師の資質 向上や子ど もたち同士で話 し合わせ る場合 の

リーダーの育て方についての研究が必要 である。

(3)深 刻な課題を もった子 どもに も相談 しやす い環境づ くりのため、多様な相談方法にっ

いての検討が必要である。
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終 章 研究のまとめと今後の課題

1研 究の まとめ

今年度の学校保健部会 は、研究主題 「生涯を通 じて健康 な生活を送 ることので きる児童 ・

生徒の育成、副主題:実 践力を育て る性教育の展開 と指導の工夫」に基づ き、 これ までの学

校種別の分科会 に変えて、小学校、中学校、高等学校合同で2っ の分科会を構成 し、児 童 ・

生徒の発達段階や特性及 び学校種間の連携や指導の継続性 に視点に当てて研究を進めた。

特に昨年の成果を踏 まえつつ、引 き続 き性教育 を取 り上げ、今年度 は新学習指導要領 で強

調 されている男女相互 の望 ま しい人間関係の在 り方 につ いて、調査研究によ りその実態や課

題を明 らか にす るとともに、実践研究 にお いて具体的な指導の展開及び指 導内容 ・指導方法

の工 夫 ・改善 に取 り組ん だ。

調査研究で は、児童 ・生徒を対象に対人関係の実態や集団の中での存在 感、不安や悩み と

その解決方法等 について明 らかに し、研究仮説を設定 した。

さらに対人関係 のスキルを高めるための授業の在 り方 、保健室を基盤 とした健康相談活動

の在 り方 について具体的かっ実証的 に研究を進めた。

第1分 科会では、調査研究によ り自己有用感や他者への信頼感が 強い子 ど もほど、対人 関

係 における調整 的な対応を とることがで きる傾向が明 らか にな った。 この ことを踏 まえ、子

ど もたちが現在 あるいは将 来直面す ることにな る異性 との人間関係の在 り方にっいて、適切

に対処で きる資質や能力を身 に付 けることがで きるよ う事例研究 とい う手法を用 いて授業を

展開 した。 さ らに子 どもたちが 自 らの問題 と して主体的 に考 え、思考 ・判断 し、行動 を選択

して い く過程を取 り入れた授業を通 して、対人関係 スキルの基盤 となるコ ミュニケー ション

能力を身に付 け られ るよ う工夫 した。

第2分 科会で は、調査研究の結果、保健室の もつ相談機能が必ず しも子 どもたちに十分活

用 されていな い実態や子 ど も同士の人 間関係を生か した相談 活動を工夫す ることの必要性が

明 らか にな った。 この ことか ら、来室す る児童 ・生徒への対 応を基盤 と した従来の相談活動

に加 えて、保健 室の機能を積極的に広報す る活動や保健委員会 の生徒や希望者 を対象 と した

グループ相談活動 を行 うな どの積極的 な取組 を通 して、子 ど もたちが性 にかかわ る対人関係

の悩みや不安 を 自らのカで解決できるよう工夫 した。

両分科会 とも授業や グループ相談活動後の子 どもたちの感想や ワー クシー トの記述内容等

か ら、研究仮説 に基づいた実践 は肯定的に受 け止め られ た。 なお、子 ど もたちの変容 にっ い

て は、今後 さ らに実践を続けることによ って、よ り明確かっ顕著な もの とす ることが できる

と考え る。

皿 今後の課題

1新 学習指導要領の趣旨を踏まえた性教育全体指導計画の策定と全教職員が一体となって

取り組める校内指導体制の整備 ・充実が必要である。

2子 どもたちが自ら性に関する課題を把握し、解決に向けて主体的に学習に取り組むこと

ができる課題学習の工夫や体験や実習等、多様な学習方法の開発 ・研究が必要である。
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